
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残念ながら予防接種のワクチンには、感染を完全に抑える働きはありません。 

しかし、発熱やのどの痛み等の発症を抑える効果が認められている他、発症後に現れる、

脳症や肺炎などの重い合併症や、入院治療を必要とするほどの重症化を予防する効果が

あります。ワクチンの最も大きな効果は、この重症化を予防することです。 

 

保存年月日：２０１７年３月３１日 

参考：厚生労働省ホームページ 「インフルエンザＱ＆Ａ」より 

「インフルエンザ」とは？ 

風邪はさまざまなウイルスによって起こりますが、多くは 

のどの痛み、鼻水、くしゃみや咳などの症状が中心で、全

身症状はあまり見られません。しかし、インフルエンザは

インフルエンザウイルスに感染することによって起こる病

気で、３８℃以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身

の症状が突然現れます。あわせて普通の風邪と同じように、

のどの痛み、鼻水、咳などの症状も見られます。お子さま

ではまれに急性脳症を、高齢の方や免疫力の低下している

方では肺炎を併発するなど、重症になることがあります。 

 

「インフルエンザ予防接種補助」のご案内 

西武健保では、今年度もインフルエンザ予防接種費用の一部を補助いたします。 

予防接種の受け方や補助金の請求・支給方法は会社によって異なりますので、詳細は各会社

担当者にご確認ください。 

（任意継続被保険者の方は、直接西武健保までお問い合わせください。） 

なお、会社が実施するインフルエンザ予防接種を受けた場合は、会社が補助金を受け取る

ことに同意したものといたします。 

対 象 者：被保険者及び任意継続被保険者 

接 種 期 間：２０１６年１０月１日（土）～２０１６年１２月３１日（土） 

（※期間内に予防接種を受けた方に限り補助金を支給いたします） 

補 助 金 額：限度額２,０００円（消費税含む） ※年１回のみ 

      ２,０００円に満たない場合はその実費を補助いたします。 

 

 

予防接種を受けたのに、インフルエンザにかかったことがあります。 

予防接種は効果があるのですか？ 

 

インフルエンザが流行するのは

例年１２月下旬頃から３月にか

けてです。予防接種は、受けて

から効果が現れるまでに２週間

程かかり、その効果は約５ヵ月

間持続します。       

遅くても１２月中旬頃までには

予防接種を受けるようにしま 

しょう。 

予防接種は12月中旬までに 

受けましょう！ 
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